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2 2 い。 αー グリセロ燐酸 DHとコハク酸 DHについて，
2 1 その反応液に Menadioneを加えると，明らかな酵
素活性の増加をみた。癌において特に著明であっ
。。
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8. 婦人科領域における Cryostatの応用
片山純男 
子宮頚陸部正常上皮，変化上皮および癌の組織化
学的研究，さらに臨床的R'.，外来患者組織診の即日
判定および術中試験切除Kよる手術々式の決定， と
いう目的のため，当科において，本年春から Cryo-
statを運転しているが，その基礎的研究として次の 
8班K分れて，研究を進め来春の学会民発表の予定
である。
検討事項 
1. クリオスタット操作法 
2. 組織片保害法
3. 組織片凍結法
4. 切片伸展法
5. 切片保存法 
a.固定前切片保存法 
b. 固定後切片保存法
6. クリオスタット切片とパラフィン切片との比 
た。 
10.子宮頚部の正常上皮，変化上皮および癌にお
ける ATP-aseの組織化学的研究(第 1報)
諏訪部博
今回私は子宮頚部正常上皮の ATP幽 aseについて 
Wachstein-Meisel法にて検討を加えた。
元来 ATP分解酵素として， ATP-aseの他に， 
non-specific alkaline phosphatase，polyphos咽 
phatase，pyrophosphatase，5'-nucleotidaseカヨあ
り， ATP咽 aseの組織化学的研究には常にこれらの
酵素は働きを考えねばならない。
そ乙で，基質として ATPの代りに ADP，AMP 
s-glycerophosphate，sodi um -pyrophospha teを
入れて実験を試みた。その結果正常上皮について
は， ATPを基質とした場合には基底細胞および類
基底細胞の核のまわりにそれをかこんで点状の褐黒
色の色素沈著を認めたが，その他の基質ではそれを
認めなかった。以上の事より Wachstein-Meisel法
にて認められる褐黒色の色素沈着は，一応 ATP-ase
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と認められる。
9. 子宮頚陸部正常上皮，変化上皮，癌における
脱水素酵素 (DH)の組織化学的研究
加藤喜市 
ヒトの子宮頚陸部正常上皮， 変化上皮，上皮内
癌，癌の計30例について， αー グリセロ燐酸 DH，イ
ソクエン酸 DH，グルタミン酸 DH，乳酸 DH，リン
ゴ酸 DH，コハク酸 DHの組織化学的研究をした。
11.子宮陸部正常上皮，変化上皮，癌における 
Oxidaseの組織化学的研究(第 1報)
許子 礼
Keilin &Hartreeは SuccinicOxidase System 
l乙て， Hemoprosthetic Groupの性質により Cyto-
chromeを a，b，c rc分け， Cytochrome ιhが 
Cytochrome Oxidrseだと考えた。 Cytochrome
そ
Oxidarse は細胞内の呼吸に密切な関係を有し，
